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1. はじめに 

現在，小径コアはコンクリートの品質管理の一手法としての微破壊試験として提案されているが 1)，小径

コアの圧縮強度はφ100mmコアの圧縮強度に比べばらつきが大きいというデメリットがあり，安定した圧縮

強度を求めることが困難なため，現在のところ広く普及するに至っていない。 

 本研究では，小径コアの圧縮強度の変動特性を把握することを目的に，コンクリート平板から多くの小径

コアを採取し，小径コアを用いた圧縮強度試験の測定精度を向上させる方法について考察したものである。 

2. 実験概要 

2.1 配合及び採取方法 

 表-1にコンクリートの配合，図-1にコンク

リート平板の打設方向及びコア採取方向を示

す。平板の小径コアは 500mm×400mm×

100mm のコンクリート平板から採取し，φ

100mm×200mm の試験体は円柱型枠を用い

て別途作製した。φ100mm 供試体および平板は打設後

28日間水中養生し，その後 20℃の気中養生に切替え，材

齢約 12ヶ月で小径コアを採取した。小径コアの採取方向

は打設方向と同じであり，コア採取速度は供試体の側面

形状が変化しないよう約 35mm/min.の速度で採取した。 

2.2 圧縮強度試験方法 

本研究では，コア採取後，研磨機で高さ 50mm±1mm，

平面度が 1mm 以内となるよう小径コアを成形し，圧縮

強度試験に供した。端面摩擦が圧縮強度のばらつきに及

ぼす影響を検討するため，ウッドメタルキャッピング，または端面の両面に減摩材（厚さ 0.1mmのテフロン

シートを 2 重）を挿入した。載荷速度は毎秒 0.2～0.3N/mm
2とし，小径コアの圧縮強度試験時にはモルタル

バー用圧縮試験治具を用いて圧縮強度試験を行った。 

3. 試験結果及び考察 

(1) 圧縮強度のばらつき 

表-2に圧縮強度試験の試験結果を，図-2に要因別による小径コアの圧縮強度のヒストグラムと正規分布を

示す。キャッピングおよびテフロンシートの有無に関わらず，変動係数は 11～12％と大きくった。また，要

因 1，要因 2 に比べ，テフロンシートを用いて減摩載荷を行った要因 3 の圧縮強度が小さくなっていること

表-1 コンクリートの配合 

 

 

図-1 平板の打設方向及びコアの採取方向 

 

表-2 圧縮強度試験結果 
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がわかる。しかし，図-2より，いずれの分布も正規分布に

近い形となっていることがわかる。よって，小径コアの圧

縮強度の分布は正規分布で表すことができる可能性がある

ことが明らかとなった。 

(2) 無作為抽出を行った平均圧縮強度の標準偏差 

 次に，小径コアにより得られた各要因 50本の試験データ

から，1本から 20本までの無作為抽出を各 1000回試行し，

抽出されたデータの圧縮強度の平均値の標準偏差を求めた。

図-3にその結果（標準偏差）と抽出したデータ数（供試体

本数）の関係を示す。ここで，許容誤差範囲を 5.0N/mm
2，

つまり小径コアの圧縮強度の平均値から±2.5N/mm
2 とし，

小径コアによる圧縮強度試験結果が正規分布に則ると仮定

すると，平均値μ，標準偏差をσとしたとき，有意水準を

5％ととった時の信頼区間は約μ±2σとなる。すなわち，

σ=1.25 のとき，95%の確率で平均値から±2.5N/mm
2 以内

の圧縮強度の平均値が得られることになる。 

図-3より，要因 1，要因 2がσ=1.25となるのは約 12本の時である。要因 3 については圧縮強度のばらつ

きが小さかったため，同精度に必要な供試体本数は 9本となった。また，このときの要因 1および要因 2の

小径コアの圧縮強度はφ100mm 試験体の圧縮強度の 85～87％となった。なお，本計算は多くの仮定を含ん

だ計算であり，更なるデータの蓄積が望まれる。 

4．まとめ 

 本研究の結果より，以下の知見を得た。 

(1) キャッピングおよび減摩材の有無に関わらず，小径コアの圧縮強度のばらつきは正規分布に従うことが

明らかとなった。 

(2) 本研究内においては，小径コアの圧縮強度を求めるために必要な供試体数は，テフロンシートを用いた

要因 3 は 9本以上，要因 1，要因 2 に関しては 12 本以上と算出された。その際，小径コアの圧縮強度は

φ100mmコアの圧縮強度に比べて 85～87％となると計算された。 

【参考文献】 

1) 国土交通省大臣官房技術調査課：微破壊・非破壊試験によるコンクリート構造物の強度測定要領（案）（解

説），2009.4 

 

（a）要因 1            (b)要因 2            (c)要因 3 

図-2 小径コアの圧縮強度のヒストグラムおよび正規分布 

 

 

図－2 要因 1のヒストグラムと正規分布 

 

図－3 要因 3のヒストグラムと正規分布 

 

図－4 要因 4のヒストグラムと正規分布 

 

図-3 標準偏差と抽出供試体本数の関係 
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